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(54)【発明の名称】 赤外線体温計用プローブ

(57)【要約】
【課題】  測定誤差の低下を招くことなく導波管を不要
とする赤外線体温計用プローブを提供する。
【解決手段】  赤外線検出センサ１２をハウジング１１
の先端付近、すなわち、導波管を用いなくても、品質
（測定精度）に悪影響を与えることなく、赤外線が導か
れる範囲内に赤外線検出センサ１２を配置する。ハウジ
ング１１は、赤外線検出センサ１２に設けられたハウジ
ング１１の内壁面に向かって伸びる突起１２ａに干渉し
ないように、突起１２ａに相当する部分のみ膨らんだ膨
らみ部１１ａを有するようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】外耳道に挿入される筒状のハウジングと、
該ハウジングの筒内かつ先端付近に設けられ、鼓膜から
放射される赤外線を検出する検出センサと、を備えた赤
外線体温計用プローブであって、
前記検出センサは、前記ハウジングの内壁面に向かって
伸びる突起を有すると共に、
前記ハウジングは、該突起に干渉しないように、該突起
に相当する部分のみ膨らんだ膨らみ部を有することを特
徴とする赤外線体温計用プローブ。
【請求項２】外耳道に挿入される筒状のハウジングと、
該ハウジングの筒内かつ先端付近に設けられ、鼓膜から
放射される赤外線を検出する検出センサと、を備えた赤
外線体温計用プローブであって、
前記ハウジングは、断面形状が楕円であると共に、
前記検出センサは、前記ハウジングの内壁面に向かって
伸びる突起を有し、かつ、該突起が前記楕円形の内壁面
を有するハウジング内の長軸上に位置するように配置さ
れることを特徴とする赤外線体温計用プローブ。
【請求項３】前記検出センサは、円柱形状部を有すると
共に、該円柱形状部の円柱中心軸が前記ハウジングの筒
の中心に対して、前記突起が設けられた位置とは反対側
にずらして配置されることを特徴とする請求項２に記載
の赤外線体温計用プローブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、鼓膜から放射され
る赤外線を検出して体温を測定する赤外線体温計に設け
られる赤外線体温計用プローブに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、この種の赤外線体温計用プローブ
としては、たとえば、図１１に示すものがある。
【０００３】図１１は従来技術に係る赤外線体温計用プ
ローブ付近を示す模式的断面図である。
【０００４】図１１に示すように、赤外線体温計用プロ
ーブ２００は、外耳道に挿入するための筒形状のハウジ
ング２０１と、赤外線体温計本体内に配置された赤外線
検出センサ２０２に赤外線を導く導波管２０３と、を備
える。
【０００５】このように構成された赤外線体温計用プロ
ーブ２００により、ハウジング２０１を外耳道に挿入す
ると、鼓膜から放射される赤外線が導波管２０３の先端
の開口部から進入し、導波管２０３を通って赤外線検出
センサ２０２によって検知される。
【０００６】そして、この赤外線検出センサ２０２の検
知結果から体温（鼓膜温）を測定するというものであ
る。
【０００７】ここで、赤外線検出センサ２０２を赤外線
体温計用プローブ２００よりも奥まった位置に配置し、
導波管２０３を用いて赤外線を赤外線検出センサ２０２
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まで導くようにしたのは以下の理由に基づくものであ
る。
【０００８】第一に、赤外線検出センサ２０２を赤外線
体温計用プローブ２００の先端付近に配置した場合に
は、赤外線検出センサ２０２が外耳道から直接熱の影響
を受けて測定誤差が発生してしまうので、この外耳によ
る熱影響を低減するためである。
【０００９】第二に、赤外線検出センサ２０２を赤外線
体温計用プローブ２００の先端付近に配置した場合に
は、従来の思想に基づくとハウジング２０１が太くなり
すぎてしまい、外耳道の中の方まで挿入しにくくなり、
鼓膜から離れた位置で測定せざるをえず、測定誤差が生
じてしまうためである。
【００１０】なお、ハウジング２０１が太くなりすぎて
しまう理由は次のとおりである。
【００１１】ハウジングの形状は容易に外耳道に挿入で
きるように、通常、円筒状あるいは内部中空の円錐台状
であり、一方、赤外線検出センサの形状は図８及び図９
に示すように略円柱状である。しかし、赤外線検出セン
サ１２には、製造工程上、外側に向かって突き出た突起
１２ａを有するため、赤外線検出センサ１２をハウジン
グの内部に収納可能にするためには、ハウジングの内周
径は、赤外線検出センサに備えられた突起を考慮した径
としなければならないため、ハウジング全体が太くなり
すぎてしまうためである。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
ような従来技術の場合には、下記のような問題が生じて
いた。
【００１３】上述したような従来技術では、導波管によ
って赤外線を導くようにしたことで、外耳からの熱影響
を低減し、かつ、ハウジングを細くすることが可能とな
った。
【００１４】しかし、導波管によって赤外線を効率良く
反射させるためには、乱反射を防止するために管の内部
が鏡面であること、及び、経時変化により反射率が変化
すると誤差を生じるため経時変化しないこと等が要求さ
れる。
【００１５】また、赤外線の反射率が最も高いのは金で
ある。
【００１６】以上のことから、導波管としては、従来、
鏡面仕上げを施した金属パイプに金メッキしたものが通
常使用されていたため、導波管の加工に非常に手間がか
かるだけでなく、部品点数が増加すると共に、部品自体
も高価となり、コストアップの原因にもなっていた。
【００１７】そのため、導波管をなくすために、赤外線
検出センサを赤外線体温計用プローブの先端付近に配置
することが望まれていたが、上述のように、外耳による
熱影響の問題と、ハウジングが太くなりすぎるという問
題があった。
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【００１８】ここで、前者の外耳による熱影響の問題に
関しては、赤外線検出センサの検出結果（検出データ）
に補正をかけるという解決策が見出されていたものの、
後者のハウジングが太くなりすぎるという問題は解決策
が見出されていなかった。
【００１９】また、赤外線検出センサ１２の突起１２ａ
を切削することも考えられ得るが、赤外線検出センサ１
２の内部１２ｅには、経時変化を抑制するための不活性
ガスが封入されており、突起１２ａを切削すると、この
不活性ガスが漏れてしまうおそれがあるため、適切な解
決策とは言えなかった。
【００２０】本発明は上記の従来技術の課題を解決する
ためになされたもので、その目的とするところは、測定
誤差の低下を招くことなく導波管を不要とする赤外線体
温計用プローブを提供することにある。
【００２１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明の赤外線体温計用プローブにあっては、外耳道
に挿入される筒状のハウジングと、該ハウジングの筒内
かつ先端付近に設けられ、鼓膜から放射される赤外線を
検出する検出センサと、を備えた赤外線体温計用プロー
ブであって、前記検出センサは、前記ハウジングの内壁
面に向かって伸びる突起を有すると共に、前記ハウジン
グは、該突起に干渉しないように、該突起に相当する部
分のみ膨らんだ膨らみ部を有することを特徴とする。
【００２２】ここで、「先端付近」とは、導波管を設け
なくても、品質（測定精度）に悪影響を与えることな
く、検出センサに赤外線を導くことのできる範囲内の距
離を意味するものである。
【００２３】また、検出センサが有する突起は、赤外線
を検出する機能の一部を担うものではなく、例えば、検
出センサの製造上形成されてしまう突起等が該当する。
【００２４】本発明の構成によれば、ハウジングの一部
のみに膨らみ部を有するため、ハウジング全体を太くす
る必要がない。また、外耳道の断面形状は略楕円形状で
あるので、ハウジングを外耳道に挿入する際に、膨らみ
部が邪魔になることもない。
【００２５】また、上記目的を達成するために本発明の
赤外線体温計用プローブにあっては、外耳道に挿入され
る筒状のハウジングと、該ハウジングの筒内かつ先端付
近に設けられ、鼓膜から放射される赤外線を検出する検
出センサと、を備えた赤外線体温計用プローブであっ
て、前記ハウジングは、断面形状が楕円であると共に、
前記検出センサは、前記ハウジングの内壁面に向かって
伸びる突起を有し、かつ、該突起が前記楕円形の内壁面
を有するハウジング内の長軸上に位置するように配置さ
れることを特徴とする。
【００２６】ここで、「先端付近」とは、導波管を設け
なくても、品質（測定精度）に悪影響を与えることな
く、検出センサに赤外線を導くことのできる範囲内の距
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離を意味するものである。
【００２７】また、検出センサが有する突起は、赤外線
を検出する機能の一部を担うものではなく、例えば、検
出センサの製造上形成されてしまう突起等が該当する。
【００２８】本発明の構成によれば、ハウジング内の長
軸上に検出センサの有する突起が配置されるため、ハウ
ジング全体を太くする必要がない。また、外耳道の断面
形状は略楕円形状であるので、ハウジングを外耳道に挿
入する際に、スムーズに挿入できる。
【００２９】前記検出センサは、円柱形状部を有すると
共に、該円柱形状部の円柱中心軸が前記ハウジングの筒
の中心に対して、前記突起が設けられた位置とは反対側
にずらして配置されるとよい。
【００３０】このように構成すれば、突起のない側のス
ペースを極力なくすことができるため、ハウジングをよ
り細くすることが可能となる。
【００３１】
【発明の実施の形態】以下に図面を参照して、この発明
の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。ただ
し、この実施の形態に記載されている構成部品の寸法、
材質、形状、その相対配置などは、特に特定的な記載が
ない限りは、この発明の範囲をそれらのみに限定する趣
旨のものではない。
【００３２】（第１の実施の形態）図１～図５，図８及
び図９を参照して、本発明の第１の実施の形態に係る赤
外線体温計用プローブについて説明する。
【００３３】図１は本発明の第１の実施の形態に係る赤
外線体温計用プローブが具備された赤外線体温計の外観
斜視図である。図２及び図３は本発明の第１の実施の形
態に係る赤外線体温計用プローブの縦断面図であり、図
２は膨らみ部のある部分の断面図を示し、図３は膨らみ
部のない部分の断面図を示す。図４は本発明の第１の実
施の形態に係る赤外線体温計用プローブの一部破断平面
図である。
【００３４】また、図５は人の耳の外観図である。図８
は赤外線体温計用プローブに内蔵される赤外線検出セン
サの外観図である。図９は赤外線体温計用プローブに内
蔵される赤外線検出センサの縦断面図である。
【００３５】赤外線体温計１００は、赤外線体温計本体
２０と、外耳道に挿入するための赤外線体温計用プロー
ブ１０と、を備える。
【００３６】赤外線体温計自体については公知技術であ
るので、その詳細な説明は省略するが、赤外線体温計本
体２０の内部に、電気供給源となるバッテリーや回路基
板等が設けられ、また、赤外線体温計本体２０の背面に
は、測定結果を表示する表示部等が備えられる。
【００３７】なお、測定を行う際には、赤外線体温計本
体２０を片手で握りながら、赤外線体温計用プローブ１
０を外耳道に挿入し、その状態で、赤外線体温計本体２
０に設けられた測定スイッチを押下することにより、短
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時間で体温（鼓膜温）を測定することができる。
【００３８】赤外線体温計用プローブ１０は、外耳道に
挿入される筒状のハウジング１１と、このハウジング１
１の筒内に設けられる赤外線検出センサ１２と、を備え
る。
【００３９】筒状のハウジング１１の、より具体的な形
状としては、外耳道に挿入しやすい形状が好適であり、
例えば、略円筒状，内部中空の円錐台形状、あるいは、
これらの組み合わせが考えられる。図示の例では、先端
側が略円筒状であり、赤外線体温計本体２０側が、根本
に近付くにつれて裾野が拡がるような内部中空の円錐台
形状である。
【００４０】赤外線検出センサ１２は、図８及び図９に
示すように、主要部の全体形状は略円柱形状である。し
かし、その製造工程上の理由により、外側に向かって突
き出た突起１２ａを有する。
【００４１】赤外線検出センサ１２のより詳細な構成
は、図９に示すように、赤外線を検出する素子１２ｂを
備える基体１２ｃと、素子１２ｂを保護するカバー１２
ｄと、を備えており、これらの内部１２ｅには、素子１
２ｂの経時的変化を抑制するための不活性ガスが封入さ
れている。また、カバー１２ｄの上面には、赤外線を透
過可能とする窓１２ｆが設けられている。
【００４２】ここで、突起１２ａを切削すると、切削す
る際の応力等によって、基体１２ｃあるいはカバー１２
ｄに変形等が生じて不活性ガスが漏れるおそれがあり、
不活性ガスを漏らさずに突起１２ａを切削することは技
術的に困難である。
【００４３】従って、本実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブ１０には、突起１２ａを有したままの赤外線
検出センサ１２を用いている。
【００４４】そして、本実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブ１０においては、赤外線検出センサ１２をハ
ウジング１１の先端付近に配置している。つまり、導波
管を用いなくても、品質（測定精度）に悪影響を与える
ことなく、赤外線が導かれる範囲内に赤外線検出センサ
１２を配置している。
【００４５】ここで、導波管を用いなくても精度良く測
定を行うことを可能とするための、赤外線検出センサ１
２とハウジング１１との配置関係について図１０を参照
して説明する。
【００４６】精度良く測定を可能とするための主要な条
件の一つとしては、赤外線センサの素子１２ｂの視野
（センサ視野）をハウジング１１が邪魔しないことが挙
げられる。
【００４７】このセンサ視野は、素子１２ｂと窓１２ｆ
の配置関係や大きさ等によって規定され、図１０に示す
ように、視野範囲Ｓが定まる。
【００４８】この視野範囲Ｓにハウジング１１がある
と、検出精度が落ちてしまうため、ハウジング１１が視
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野範囲Ｓを妨げないように、赤外線センサ１２を配置す
ることが必要である。
【００４９】そして、本実施の形態では、ハウジング１
１は、ハウジング１１の略円筒部分の全体の径を、赤外
線検出センサ１２の突起１２ａに合わせて大きくするの
ではなく、ハウジング１１の内壁面に向かって伸びる突
起１２ａに干渉しないように、突起１２ａに相当する部
分のみ膨らんだ膨らみ部１１ａを有するようにした。
【００５０】これにより、図１，３及び図４から明らか
なように、ハウジング１１は、全体としては細く、一部
のみが膨らんだ形状となる。
【００５１】ここで、図５に示すように、人の耳５０に
おける外耳道５１の断面形状は、略楕円形状である。従
って、ハウジング１１を外耳道５１に挿入する際には、
膨らみ部１１ａが外耳道５１の長手方向側（楕円形の長
径側）にあるようにして挿入すれば無理なく奥まで挿入
することができる。
【００５２】また、膨らみ部１１ａが、赤外線体温計本
体２０に対して図１に示すような位置関係、すなわち、
使用状態において、赤外線体温計本体２０を手で握りな
がら、ハウジング１１を普通の姿勢で外耳道に挿入しよ
うとした場合に、膨らみ部１１ａが下向きとなる位置関
係とすれば、自然に膨らみ部１１ａが外耳道の長手方向
側に向くため、スムーズに測定作業を行うことができ
る。
【００５３】なお、使用状態において、赤外線体温計本
体２０を手で握りながら、ハウジング１１を普通の姿勢
で外耳道に挿入しようとした場合に、膨らみ部１１ａが
上向きとなる位置関係としても、同様に、自然に膨らみ
部１１ａが外耳道の長手方向側に向くため、スムーズに
測定作業を行うことができる。
【００５４】以上のように、本実施の形態に係る赤外線
体温計用プローブ１０においては、導波管が不要となっ
たので、部品点数が減少すると共に、製造工程を著しく
簡略化することが可能となった。ひいてはコストダウン
を図ることもできた。
【００５５】また、ハウジングの太さは従来と同程度で
良く、外耳道の深い位置までハウジングを無理なく挿入
できるため、鼓膜の近くで赤外線を受けることができ、
ハウジングが太くて浅い位置までしか入らないことによ
る測定誤差の発生を防止できた。
【００５６】なお、赤外線検出センサが外耳道の近くに
位置することにより、外耳から直接熱を受けることによ
る誤差に関しては、上述の通り、検出されたデータに補
正をかけることで誤差を解消できるので問題とはならな
い。
【００５７】（第２の実施の形態）図６及び図７には、
第２の実施の形態が示されている。上記第１の実施の形
態では、赤外線検出センサの突起に相当する部分のみ、
ハウジングに膨らみ部を設ける構成を示したが、本実施
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7
の形態では、ハウジングの断面形状を楕円として、長軸
上に赤外線検出センサの突起が位置するように配置する
構成を示す。
【００５８】その他の構成および作用については第１の
実施の形態と同一なので、同一の構成部分については同
一の符号を付して、その説明は省略する。
【００５９】図６は本発明の第２の実施の形態に係る赤
外線体温計用プローブの縦断面図である。図７は図６に
おけるＡＡ部に相当する位置を上から見た際の配置関係
図である。
【００６０】本実施の形態に係る赤外線体温計用プロー
ブも、上記第１の実施の形態と同様に、外耳道に挿入さ
れる筒状のハウジング１６と、このハウジング１６の筒
内に設けられる赤外線検出センサ１２と、を備える。
【００６１】そして、本実施の形態においては、ハウジ
ング１６の形状は、楕円錐台（横断面の形状が楕円形で
ある錐体のうち、先端部を裁断し取り去った立体）状で
ある。ただし、特に図示はしないが、ハウジング１６の
形状は、楕円柱（横断面の形状が楕円形である柱形状の
立体）でもよい。また、ハウジング１６の形状として
は、根本部が円形で先端部が楕円の錐台であっても良
い。また、先端部（根本部も可能）が楕円形だけでな
く、柱形状（例えば四角柱形状）であっても、その対角
頂点部が他の対角頂点部よりも全体に外側に膨らんだ形
状（四角柱形状であれば、菱形角柱のような形状）であ
っても良い。これらも本発明における「楕円形」に含ま
れる変形例として考えられる。
【００６２】そして、本実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブにおいても、上記第１の実施の形態と同様
に、赤外線検出センサ１２をハウジング１６の先端付近
に配置している。従って、導波管は不要である。
【００６３】そして、本実施の形態では、図７に示すよ
うに、赤外線検出センサ１２は、その突起１２ａの位置
が、ハウジング１６の楕円形の内壁面１６における長軸
上に位置するように配置されている。
【００６４】従って、短径側は短くてよいため、ハウジ
ング１６を細くすることが可能となる。
【００６５】また、本実施の形態では、図６に示すよう
に、略円柱形状である赤外線検出センサ１２の円柱中心
軸Ｔ２が、ハウジング１６の筒の中心Ｔ１に対して、突
起１２ａが設けられた位置とは反対側にずれるように赤
外線検出センサ１２が配置されている。
【００６６】これにより、突起１２ａのない側のスペー
スを極力なくすことができるため、ハウジング１６をよ
り細くすることが可能となる。
【００６７】なお、図７中、１６’’は、仮に突起を切
削した場合において、極力ハウジングを細く設計した場
合におけるハウジングの外周面を示す仮想線であり、こ
れは円形状である。一方、１６’は、実際のハウジング
１６の外周面であり、これは内周面と同様楕円形であ *
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*る。
【００６８】図から明らかなように、突起がない場合の
ハウジングの太さに比べて、突起を設けた側に少し膨ら
む程度の太さで済むことが分かる。
【００６９】なお、プローブ全体の大きさに支障がなけ
れば、赤外線検出センサの円柱中心軸Ｔ２と、ハウジン
グの筒の中心Ｔ１とを一致させるように、赤外線検出セ
ンサを配置しても良いことは言うまでもない。
【００７０】以上の構成により、外耳道５１の断面形状
は、略楕円形状であるので、ハウジング１６を外耳道５
１に挿入する際には、楕円錐台形状あるいは楕円柱形状
であるハウジング１６を、外耳道の形状に沿って、すな
わち、長軸と短軸が略重なるようにして挿入すれば、無
理なく外耳道５１の奥までハウジング１６を挿入するこ
とができる。
【００７１】従って、上記第１の実施の形態と同様の効
果を得ることができる。
【００７２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明は、ハウジ
ングを外耳道の奥まで容易に挿入することができるの
で、測定誤差の低下を招くことはなく、検出センサをハ
ウジングの先端に設けたので、導波管を不要とすること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブが具備された赤外線体温計の外観斜視図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブの縦断面図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブの縦断面図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブの一部破断平面図である。
【図５】人の耳の外観図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る赤外線体温計
用プローブの縦断面図である。
【図７】図６におけるＡＡ部に相当する位置を上から見
た際の配置関係図である。
【図８】赤外線体温計用プローブに内蔵される赤外線検
出センサの外観図である。
【図９】赤外線体温計用プローブに内蔵される赤外線検
出センサの縦断面図である。
【図１０】赤外線検出センサの配置関係を説明する模式
図である。
【図１１】従来技術に係る赤外線体温計用プローブ付近
を示す模式的断面図である。
【符号の説明】
１０  赤外線体温計用プローブ
１１  ハウジング
１１ａ  膨らみ部
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１２  赤外線検出センサ
１２ａ  突起
１２ｂ  素子
１２ｃ  基体
１２ｄ  カバー
１２ｅ  内部 *
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*１２ｆ  窓
１６  ハウジング
２０  赤外線体温計本体
５０  耳
５１  外耳道
１００  赤外線体温計

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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